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令和元年度一般会計（補正第５号）
3,238万９千円を追加し、

総額181億258万５千円となる

　11月定例会は、11月 29日～ 12月 19日までの 21日間開催され、一般

質問に15人が登壇し、神埼市政全般について、質疑を行いました。

　一般会計補正予算（第５号）では3,238 万９千円が追加され、総額181億

258万５千円となりました。

主な事業 補正額（千円） 事　業　の　内　容

現年発生公共土木
施設災害復旧事業

4,350

令和元年７月18日から22日に発生した梅雨前線
豪雨及び令和元年８月26日から28日に発生した
秋雨前線豪雨により、被災した公共土木施設の復
旧を目的として、７月豪雨２箇所、８月豪雨30
箇所の崩土除去等を行う。

文教施設災害復旧
事業

3,571

令和元年９月22日の台風17号の暴風により、市
内小学校３箇所、中学校２箇所に被害が発生。被
害の復旧を早急に行うことで、児童・生徒及び教
職員の安全を確保し、学校の円滑な運営をする事
を目的として、早急な復旧を実施するための予算
計上を行う。

11 月定例会

■主な補正

補　正　予　算

現年発生公共土木施設災害復旧事業　 435万円
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令和元年度一般会計（補正第６号）
３億3,203万８千円を追加し、

総額184億3,462万３千円となる

　一般会計予算（第６号）では、農地・農業用施設災害復旧事業などに３億3,203
万８千円が追加され、総額184億 3,462万３千円となりました。
　なお、平成 30年度一般会計および特別会計（５会計）の歳入歳出決算認定
を行いました。議案 66号平成 30年度神埼市国民健康保険事業特別会計歳入
歳出決算認定では、起立多数、他の５議案については、全会一致をもって、こ
れを認定すべきものと決定しました。

主な事業 補正額（千円） 事　業　の　内　容

農地・農業用施設
災害復旧事業 154,680

台風５号（令和元年７月20日～ 21日）及び８月豪雨（令
和元年８月27日～ 28日）により、被災した農地・農
業用施設の復旧事業である。併せて、本災害が激甚災
害に指定されたことにより、国庫補助とならない小災
害に対して補助を行い、農業の維持及び農業経営の安定
を図るための補正を行う。

神埼市生活交通路
線維持事業（三瀬・
横武線（仮称））
【債務負担行為】

―

昭和自動車㈱より市内を運行する乗合バス事業につい
て、令和２年４月からの事業再編に向けた協議申し入
れを受けている。三瀬・神埼線路線バスについても再
編対象となっており、廃止になれば、地域住民の日常
生活に支障をきたすため、交通サービスの確保維持を
目的として、４月からの新たな運行体制を構築する準
備や周知期間が必要であることから、債務負担行為を
設定する。
《債務負担行為設定期間》令和３年３月31日まで
《債務負担行為限度額》30,087千円

※債務負担行為については６Ｐを参照。

11 月定例会

■主な補正

農地・農業用施設災害復旧事業� １億5,468万円
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これが聞きたい！
高取山公園内巡回バス及び関連施設整備事業　4,991千円

市内公園防犯カメラ設置事業　501千円

Q
すべり台の乗り口がある高台に登るのに、消防車を再利用するとのことだが、消防車の赤
い色などは残していただきたい。子どもたちは興味を持って、わくわくしながら乗ってく
れると思う。

A
小さい子どもは消防車やパトカーに興味があるので、消防車の赤色を残した上で再利用す
ればとの意見がありました。基本的には、子どもたちが乗りたいと思う車にするのが一番
いいと考えております。赤い色を残すよう進めていきたいと思います。

Q 録画の記録媒体がHDDでない、簡易なカメラで大丈夫か。

A 防犯カメラの録画は、SD カードに保存され、綺麗に映り
ますので抑止力としては、十分だと思います。

Q 公園の中を撮影すると説明があったが、防犯カメラの設
置場所はどのように考えてあるか。

A
カメラの設置場所については、各公園４ヵ所ぐらいを予
定しています。要所要所に設置したいと考えています。

（事業の目的）
　令和元年 10 月夜間、市内公園等（日の隈公園、仁比山公園、八天山麓）公衆トイレの便器
及び給水タンクが割られ、付随する金属部品が持ち去られた事案の発生を受け、再発防止のた
め被害箇所を中心に防犯カメラを設置し、公園等における犯罪の予防及び抑制を図り、市民の
憩いの場所としての機能維持に努めるため事業を実施する。

（事業の目的）
　高取山公園の施設及び使用料に関する規定等を見直し、来園者の利便性向上及び利用促進を
図る。
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道路橋梁新設改良事業（過疎対策事業〔継続費〕）　8,000千円

障害児支援給付費　25,079千円

Q たたら橋はかなり傷んでいると思うが、安全性から補修という形で大丈夫なのか。

A

傷みぐあいの判定は、１から４まであって、
４は直ぐ閉鎖しなさいという判定となりま
す。３は早期に補修した方が良いという判定
になっています。たたら橋は、判定３となっ
ていますので車両等の通行止めは行わなくて
も良いが、早期に補修を行えば、健全な状態
となりますので、補修で対応できると考えて
います。

Q
障害児通所給付決定児の通所日数の増及び報酬単価改定等に伴う予算補正となっている
が、介護保険は通所日数が週何回とか認定によって回数が決まっているが、障がい児にお
いては、予算に関係なく何回でも通所してよいのか。それとも決まりがあるのか。それか
ら、報酬単価はどう変わったのか。

A
まず、通所日数に関して、障がいの支給決定区分があるのですが、支給決定区分に基づい
て通所日程を決めさせてもらっています。それから、報酬単価については、計算において、
国が定めている２％の増を適用しております。

Q 区分によって日数が変わるということだが、通所日数が増えたのは重度の方が増えたとい
うことか。

A
通所日数の増としているのは、特に、児童発達支援に関わる分となっております。これま
では、利用日数が 10 日前後という方が主だったのですが、今年度は月 20 回以上という重
度の方４人が利用されたため補正予算をお願いしているところです。

（事業の目的）
　脊振小学校への進入路及び児童・生徒の通学路として重要な役割を果たしている踏鞴（たた
ら）橋は、昭和 30 年９月に架設され老朽化が著しい状況となっており、また、橋梁点検結果
により補修が必要となっていることから、橋梁補修工事を実施し市道利用者の安全・安心の確
保を図る。

（事業の目的）
　障がい児がその障がい特性に応じた専門的な支援を身近な地域で受けることができるよう、
通所等サービスに係る給付を行い、障がい児の福祉の増進を図る。また、障がい児の安定した
生活を支えるため、計画相談によって、障がい児及びその家族の抱える課題の解決や適切なサー
ビスの利用ができるよう支援を行う。
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小・中学生、高校生等医療費助成事業　9,447千円

Q インフルエンザのワクチンを２回接種する必要のある年齢はいくつか。

A ２回接種の年齢は０歳児から 13 歳未満となります。

Q
ワクチンを２回接種するにあたって、２回の内の１回は神埼市で補助するというような考

えはないか。

A

市の予防接種事業において、インフルエンザワクチン接種については、高齢者を対象に事

業を行っております。高校生までのお子さんについては、インフルエンザに罹ったときの

医療費について助成を行っています。ワクチン接種に関しては、健康保険の対象外となっ

ているため、費用助成の検討は行っておりません。

（事業の目的）
　小・中学生、高校生等に係る医療費の一部を助成することにより、小・中学生、高校生等の
保健の向上及び保護者の経済的負担の軽減を図り、子育て支援の充実に寄与することを目的と
する。

債務負担行為

　地方公共団体が将来にわたって債務を負担する行為（将来の支出を伴うもの）の内容を定め

ておくものであり、会計年度独立の原則の例外として、予算の内容として定めるものです。

会計年度独立の原則

　会計年度における歳出は、その年度の歳入をもってこれに充てなければならないという予算

に関する原則です。この例外として、継続費の逓次繰越、繰越明許費、事故繰越、過年度収入

および過年度支出等が認められています。
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Q
交流センターの愛称募集や供用開始日はい

つになるか。

A

愛称の募集は、供用開始日に併せて逆算し

て、それぞれ行います。

供用開始日については、条例制定後に規則

を定めて公布した日からとなります。

Q
資料館の展示物は、どういうものを予定し

ているか。

A

展示については、神埼市の偉人の顕彰や民

俗の展示、歴史等に関しての展示を考えて

います。

各常任委員会のＱ＆Ａ
総務常任委員会

《議案第73号》（賛否：全員賛成）
神埼市交流センター設置条例の制定について

《議案第74号》（賛否：全員賛成）
神埼情報館設置条例の制定について

脊振交流センターイメージ図

神埼情報館（旧建設組合）

総務企画部

総務企画部
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各常任委員会のＱ＆Ａ

Q 人事院勧告は、どの程度の企業規模を基準としているのか。

A 国の人事院調査は、約 12,500 民間事業所の約 55 万人の個人別給与を調査されて、今回の
人事院勧告に至っています。企業規模については、50 名以上となっています。

Q 職員給与表の級は１級から７級に分かれているが、級について説明してほしい。

A １級と２級については、職務級が主事の職員になります。３級は主査、４級は係長、５
級は副課長、６級は課長、７級は部長となっています。

Q 期末手当の支給について、４月に採用された方の手当はどのようになるか。

A
期末手当については、基準日があり、６月１日時点で在職、12 月１日時点で在職してい
る非常勤職員に対して、期末手当が支給されます。４月１日採用の方については、４月、
５月の２ヵ月間分が対象となります。

Q 会計年度任用職員に移行すると、育児休業は全て正職員と同じ対応になるのか。

A 会計年度任用職員は、育児休業法の適用を受け、任用期間内における育児休業の取得は、
正職員と同様に認められています。

《議案第75号》（賛否：全員賛成）
神埼市職員の給与に関する条例等の一部改正について

《議案第78号》（賛否：全員賛成）
神埼市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の制
定について

《議案第79号》（賛否：全員賛成）
地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴
う関係条例の整備に関する条例の制定について

総務企画部

総務企画部

総務企画部
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各常任委員会のＱ＆Ａ

Q 保育所、認定保育園、それ以外の認可外保育園が保育料の無償化となるが、認可外施設
に対する市の指導権限はどうなっているのか。

A
認可外保育園が認定保育園となるためには、面積要件や保育士の配置要件等をクリアし
なければなりませんが、これを残りの５年間でクリアして認定に向け企業努力してもらっ
たのち、事業所設置後１ヶ月以内に県に申請した上で、県で指導や監査を受けることに
なることから、県と一緒に連携して対応し速やかに認定こども園となってもらいます。

Q 神埼市において認可外保育園はいくつあるか。

A 千代田町餘江の企業主導型の園１ヶ所だけになります。

Q
食事の提供に要する費用で、１ヶ月当たり主食費が 3,000 円、副食費が 4,500 円で合わ
せて 7,500 円となるが、私立保育園が園の特色を活かす方針で、裁量により副食費を変
えた場合、園が直に徴収するとなると保育士の負担が増え、本来の保育業務に支障をき
たさないか。

A 副食費の徴収業務が新たに加わりますが、現金徴収は３月までの予定です。４月以降に
ついては口座振替をお願いします。

Q 給食費の無償対象となる第３子に関して、判定の仕方はどうなっているのか。

A
年収 360 万円未満は年齢に関わらず子どもの数で判定します。年収 360 万円以上は、幼
稚園が同一世帯で小学３年修了前の兄姉を第１子とカウントしており、保育園について
は小学就学前で判定します。

Q 副食費無償化について、国の基準に追加して自治体独自で支援をしているところもある。
神埼市も子育て支援のために独自施策を検討してはどうか。

A 国の基準に準じて行っております。

文教厚生常任委員会

《議案第80号》（賛否：全員賛成）
神埼市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関
する基準を定める条例の一部改正について

《議案第81号》（賛否：全員賛成）
神埼市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める
条例の一部改正について
市民福祉部

市民福祉部
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各常任委員会のＱ＆Ａ

Q 神埼市中央公民館の図書館移転後のスペースは、どのように利用するのか。

A アンケートの結果、健康ダンスや社交ダンス等ができるような多目的室として考えています。

Q 巡回バスについて、事故の際の補償や車両の点検等は、どのようにするか。

A
事故の際の補償は、加入している施設入場者傷害保険で対応します。車両の点検は遊具
点検基準に準じ、日常点検、定期点検を行います。また、年１回専門業者に委託し、車
検と同レベルの整備を行います。

Q 点字図書の充実について、どのように考えているか。

A 点字図書については今後検討しながら進めていきたいと思っております。

Q 近年の利用状況は、どのようなものか。

A １階には図書館の分館があり、２階には児童クラブがありますので、小中学生を中心に
一般の方も利用されています。

産業建設常任委員会

《議案第85号》（賛否：全員賛成）
神埼市公民館設置条例の一部改正について

《議案第83号》（賛否：全員賛成）
高取山公園条例の一部改正について

《議案第86号》（賛否：全員賛成）
神埼市立図書館設置条例の一部改正について

《議案第87号》（賛否：全員賛成）
神埼市脊振2000年館条例の廃止について

教育委員会

産業建設部

教育委員会

教育委員会
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Q 定住促進対策事業の広報および事業成果はどのようになっているのか。

A
移住・定住フェアに参加し、神埼市の魅力発信、各種施策の広報を行い、市外からの移住
事業成果としては 29 件 107 人の方々が移住されました。（うち千代田東部地区２件９人、
脊振町１件４人）

Q 小・中学生・高校生等医療費助成事業について補助対象者数の状況はどのようになってい
るのか。

A
医療費助成事業について、実際に支払った人数は年々減少しています。平成 26 年度は 1,951
人、平成 27 年度 1,848 人、平成 28 年度 1,798 人、平成 29 年度 1,741 人、平成 30 年度 1,721
人となっています。なお、助成件数としては、平成 26 年度 37,590 件、平成 27 年度 36,292
件、平成 28 年度 35,307 件、平成 29 年度 33,469 件、平成 30 年度 33,254 件となっています。

Q 王仁博士顕彰公園整備事業について、吉野ヶ里歴史公園との連携状況と成果はどのようなも
のか。

A
王仁博士顕彰公園を知って頂くための活動として吉野ヶ里歴史公園と同行しながら学校や
教育委員会、県内外で営業活動を行っているところです。バスツアーも確定しており、一
定の成果があったと考えています。

Q 神埼市スクールソーシャルワーカー派遣事業について、不登校の生徒が何名位おり、家庭訪
問等の件数は何件位あるのか。

A
平成 30 年度の不登校生徒（30 日以上欠席した児童生徒）は、小学校は 10 名（男子８名、
女子２名）、中学校は 23 名（男子 14 名、女子９名）となっています。スクールソーシャルワー
カーは市費で 100 時間、県費で 530 時間来てもらっています。市の 100 時間のうち、20％
を家庭訪問してもらっていますが、年々対応する生徒の数は増加しています。

決算特別委員会

総務企画部

市民福祉部

産業建設部

教育委員会

決算特別委員会のＱ＆Ａ
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議案第66号　平成30年度神埼市国民健康保険事業特別会計
　　　　　　	歳入歳出決算認定について

賛否があった議案を紹介します。

江　
　

護
○

佐
藤　

知
美
×

福
田　

淸
道
×

永
沼　
　

彰
○

松
本　

軍
二
○

木
原　

憲
治
○

田
原　

和
幸
○

原
口
ひ
さ
よ
○

白
石　

昌
利
○

野
副　

昭
○

野
口　

英
樹
○

宮
島　
　

清
○

中
野　
　

均
○

宮
地　
　

明
○

西
原　

正
剛
○

吉
田　
　

守
○

服
巻　

玉
美
○

山
本　

千
佳
○

簑
原　
　

忍
○

山
口　

義
文

果結決議

賛成多数

号番案議

議案第66号

　国民健康保険の構造的問題について、政府も解決策を講じることなく国保税の引き上げ、
消費税率の引き上げ、社会保障費の削減も続くなかで全国の国保世帯の実態は困難を極める
状況が続いています。
　2017年６月１日の厚労省保険局国民健康保険課調べによれば、全国の国保世帯18,897,986
世帯に対し滞納世帯は2,892,032世帯、15.3％、短期保険証の発行は823,757世帯、4.4％、資格
証明書発行は183,124世帯、１％となっています。
　国保世帯の職業別世帯構成については、1965年度農林水産業42.1％、自営業25.4％、被用
者19.5％、無職6.6％、その他6.4％となっていましたが、2016年度は農林水産業2.3％、自営業
15.0％、被用者34％、無職43.9％、その他4.4％と大きく職業別構成が変化をしています。さ
らに市町村国保の保険料、加入世帯の平均所得は、1985年被保険者一人当たりの保険料は、
43,357円、加入世帯の平均所得は、一番多い時が1991年の276万５千円でしたが、2016年度は
一人当たり保険料は94,140円、加入世帯の平均所得は138万８千円と保険料は５万円上がり所
得は140万円下がったことになります。
　神埼市の現状は、平成31年３月31日現在の国保世帯は3,933世帯に対し令和元年11月30日現
在で滞納世帯は749世帯、19％と全国平均より高い率になっています。また2017年度の佐賀
県平均は8.6％であり、神埼市は県平均より2.2倍という状況にあります。30年度決算におい
て不能欠損とした国保全体50人、8,347,000円の原因は、財産なし32人、生活困窮14人、所在
不明４人となっています。土地建物があっても抵当権設定があり売ることが出来ない物件で
あったり、資産より負債が多く相続放棄するなどと生活困窮のなかで国保税を払いたくても
払えなかったという事がうかがえます。
　政府は５兆円を超えた国防費の削減や、今問題になっている私的行事ともとれ「桜を見る
会」などへの税金投入を中止し社会保障の充実に努めるべきであり、全国の被保険者の国保
税の負担軽減をすべきであります。しかしながら国が実行しない時は国政からの市民生活の
防波堤として神埼市がその役割を果たすことが求められていると思いますが、平成30年度国
民健康保険事業特別会計決算において、被保険者の負担軽減の策が講じられていない事を指
摘し反対討論とします。

〈議案に対する反対討論〉　佐藤　知美　議員
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総務常任委員会視察研修委員長報告

文教厚生常任委員会視察研修委員長報告

　

令
和
元
年
10
月
８
日
か
ら
９

日
の
２
日
間
香
川
県
丸
亀
市
の

「
自
主
防
災
組
織
」、
坂
出
市
の

「
さ
か
い
で
ブ
ラ
ン
ド
認
定
制

度
」に
つ
い
て
行
政
視
察
を
行
っ

た
。

　

丸
亀
市
で
は
「
南
海
ト
ラ
フ

地
震
」
等
の
大
規
模
災
害
に
備

え
る
た
め
、「
共
助
」
の
要
で
あ

る
地
域
住
民
へ
防
災
意
識
を
実

感
さ
せ
る
た
め
、
毎
年
校
区
で

地
域
防
災
訓
練
を
行
い
、
現
在

で
は
全
国
の
被
災
地
支
援
活
動

　

10
月
２
日
か
ら
３
日
か
け

て
、
大
阪
府
高
槻
市
、
寝
屋
川

市
で
行
政
視
察
研
修
を
行
っ
た

の
で
報
告
す
る
。
高
槻
市
で
は

「
高
槻
こ
ど
も
未
来
館
」
の
利

活
用
状
況
に
つ
い
て
視
察
研
修

を
行
っ
た
。

　

同
市
は
、
子
育
て
支
援
を
重

点
施
策
の
一
つ
と
し
て
位
置
付

け
て
お
り
、
環
境
整
備
に
大
変

力
を
入
れ
て
い
る
市
で
あ
る
。

「
高
槻
こ
ど
も
未
来
館
」
は
認

定
こ
ど
も
園
、
子
ど
も
保
健
セ

ン
タ
ー
、
子
育
て
支
援
人
材
育

成
機
能
を
一
つ
に
ま
と
め
た
複

合
施
設
で
あ
り
、
妊
娠
か
ら
小

学
校
入
学
前
ま
で
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
こ
と
が
で
き
、
子
育
て
を

め
ぐ
る
環
境
が
日
々
変
化
し
て

い
く
現
代
社
会
の
中
で
、
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
施
設
だ
っ

た
。

　

次
に
、
寝
屋
川
市
で
は
、「
子

供
を
守
る
位
置
情
報（
G
P
S
）

サ
ー
ビ
ス
の
運
用
」
を
テ
ー
マ

に
研
修
を
行
っ
た
。
当
市
は
、

平
成
27
年
８
月
に
子
ど
も
が
被

害
者
と
な
る
大
変
痛
ま
し
い
事

を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
災
害

は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い

の
で
「
共
助
」
の
気
持
ち
で
地

域
住
民
の
理
解
を
得
る
努
力
の

必
要
性
を
感
じ
た
。

　

次
の
坂
出
市
で
は
市
ゆ
か
り

の
商
品
を
「
さ
か
い
で
ブ
ラ
ン

ド
」
と
認
定
し
、
市
内
外
に
情

報
の
発
信
を
行
い
、
知
名
度
の

向
上
・
産
業
の
振
興
・
地
域
の

活
性
化
を
図
っ
て
い
た
。
市
の

特
産
品
や
伝
統
工
芸
品
な
ど
市

が
認
定
す
れ
ば
、
専
用
マ
ー
ク

を
貼
り
販
売
で
き
、
市
も
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
誌
な
ど
で
情

報
発
信
し
、
販
売
を
支
援
す
る

こ
と
に
よ
り
官
民
連
携
の
開
拓

を
行
っ
て
い
た
。

　

神
埼
市
に
も
ブ
ラ
ン
ド
品
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
新
商

品
の
開
発
、
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
知

恵
を
絞
り
地
域
の
活
性
化
を
図

る
こ
と
の
必
要
性
を
感
じ
た
。

件
を
経
験
し
、
子
ど
も
の
安
全

対
策
と
し
て
「
子
ど
も
を
守
る

位
置
情
報
サ
ー
ビ
ス
」
導
入

し
、
保
護
者
が
持
つ
携
帯
端
末

な
ど
に
子
ど
も
の
現
在
地
が
確

認
で
き
る
位
置
情
報
を
無
料
で

提
供
す
る
と
い
う
も
の
で
、
保

護
者
か
ら
は
子
ど
も
の
居
場
所

が
分
か
っ
て
安
心
と
い
う
声
が

あ
り
、「
子
ど
も
を
守
る
」
意

識
の
定
着
、
安
全
・
安
心
意
識

の
向
上
に
繋
が
っ
た
と
の
こ
と

だ
っ
た
。

　

位
置
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

は
、
神
埼
市
の
防
犯
対
策
の
面

で
も
非
常
に
効
果
的
な
も
の
と

感
じ
た
。

委員長　野副　 昭

委員長　中野　　均
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議会改革検討特別委員会の活動報告

　

12
月
16
日
に
委
員
会
を
開
催

し
、
ま
ず
議
員
定
数
に
つ
い
て

は
、
削
減
の
方
向
と
い
う
こ
と

は
決
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
定

数
に
つ
い
て
は
大
変
重
要
な
事

項
で
あ
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
調
査
・
研
究
を
行
う
こ
と
と

し
、
継
続
協
議
と
し
ま
し
た
。

い
ず
れ
に
致
し
ま
し
て
も
、
で

き
る
だ
け
早
い
時
期
に
市
民
の

み
な
さ
ま
に
は
報
告
す
べ
く
努

力
は
、
今
後
共
か
さ
ね
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
御
理
解
の
ほ
ど

宜
し
く
御
願
い
致
し
ま
す
。

　

ま
た
、
決
算
議
案
の
審
査
時

期
や
そ
の
他
、
議
会
改
革
を
推

進
し
て
い
く
べ
き
事
項
に
つ
い

て
、
委
員
か
ら
様
々
な
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
優
先
的
課
題
か
ら

着
手
し
、
様
々
な
角
度
か
ら
調

査
・
研
究
を
行
い
、
議
論
を
交

わ
す
中
で
、
よ
り
良
い
結
論
を

出
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

　

委
員
会
で
は
、
市
民
の
付
託

に
応
え
ら
れ
る
議
会
活
動
、
議

員
活
動
の
実
現
を
目
指
し
、
今

後
も
検
討
を
重
ね
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

以
上
で
議
会
改
革
検
討
特
別

委
員
会
の
経
過
報
告
と
い
た
し

ま
す
。

委員長　簑原　　忍

産業建設常任委員会視察研修委員長報告

　

去
る
10
月
17
日
か
ら
18
日
に

か
け
て
、
熊
本
県
南
阿
蘇
村
の

阿
蘇
大
橋
地
区
及
び
立
野
地
区

に
お
い
て
行
政
視
察
研
修
を
行
い

ま
し
た
の
で
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
阿
蘇
大
橋
地
区
で
は

「
熊
本
地
震
復
興
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
に
研
修
を
行
い
ま
し

た
。

　

平
成
28
年
４
月
16
日
に
発
生

し
た
地
震
の
被
害
に
対
す
る
復

興
の
取
り
組
み
は
、
現
在
も
続

い
て
お
り
ま
す
。

　

国
土
交
通
省　

九
州
地
方
整

備
局　

熊
本
河
川
国
道
事
務
所

が
所
管
す
る
「
熊
本
国
道
57
号

災
害
復
旧
・
二
重
峠
ト
ン
ネ

ル
」
工
事
現
場
で
は
、
土
砂
崩

れ
等
に
よ
り
寸
断
さ
れ
た
交
通

網
の
一
日
も
早
い
復
旧
の
た
め

阿
蘇
市
と
大
津
町
を
結
ぶ
べ
く

令
和
２
年
度
の
供
用
開
始
を
目

標
に
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
熊
本
復
興
事
務
所
が

所
管
す
る
「
阿
蘇
大
橋
復
興
現

場
」
で
は
、
崩
落
し
た
阿
蘇
大

橋
の
架
け
替
え
工
事
は
、
令
和

２
年
度
の
開
通
を
目
指
し
24
時

間
体
制
で
工
事
が
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

次
に
「
立
野
ダ
ム
建
設
に
つ

い
て
」
を
テ
ー
マ
に
研
修
を
行

い
ま
し
た
。

　

立
野
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
る
白

川
流
域
は
、
全
国
平
均
よ
り
年

間
降
水
量
が
多
く
た
び
た
び
氾

濫
し
水
害
が
発
生
し
た
た
め
、

治
水
対
策
を
目
標
と
し
た
流
水

型
ダ
ム
の
建
設
が
令
和
４
年
度

完
成
を
目
指
し
着
工
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

神
埼
市
に
お
け
る
城
原
川
ダ

ム
に
つ
い
て
も
同
じ
流
水
型
ダ

ム
で
の
計
画
で
あ
る
こ
と
か
ら

大
変
貴
重
な
研
修
で
あ
り
ま
し

た
。

委員長　西原　正剛
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神埼市まちづくり特別委員会の活動報告

　

去
る
10
月
23
日
及
び
12
月
16

日
に
委
員
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

閉
会
中
の
10
月
23
日
の
委
員

会
で
は
、
新
庁
舎
で
の
議
場
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
執
行
部
と

委
託
先
業
者
よ
り
説
明
を
受
け

ま
し
た
。
大
き
く
２
つ
の
プ
ラ

ン
の
提
示
を
受
け
、
議
会
中
継

を
よ
り
伝
え
や
す
く
で
き
る
よ

う
議
論
を
行
い
ま
し
た
。

　

会
期
中
の
12
月
16
日
の
委
員

会
で
は
、
執
行
部
よ
り
①
新
庁

舎
建
設
事
業
、
②
神
埼
町
保
健

セ
ン
タ
ー
等
複
合
会
館（
仮
称
）

整
備
事
業
、
③
脊
振
町
複
合
施

設
建
設
事
業
、
④
千
代
田
庁
舎

整
備
事
業
、⑤
議
場
シ
ス
テ
ム
、

⑥
神
埼
情
報
館
改
修
工
事
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
新
庁
舎
と
関

連
す
る
道
路
等
と
の
安
全
性
を

含
め
、
数
多
く
の
質
疑
が
あ
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
内
新
規
進
出
企
業

等
の
視
察
研
修
を
行
っ
て
、
ま

ち
づ
く
り
論
議
の
糧
と
し
て
み

て
は
ど
う
か
と
の
積
極
的
な
意

見
等
が
あ
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
開
催
予
定
の
市
民
団

体
と
の
協
議
に
つ
い
て
は
日
程

調
整
が
付
か
ず
、
休
会
と
し
ま

し
た
。

委員長　田原　和幸

募集中

皆
様
の
声
を

聴
か
せ
て
く
だ
さ
い
！

　

市
議
会
「
神
埼
市
ま
ち
づ
く
り
特
別
委
員
会
で
は
、
市
民

各
層
、
各
団
体
の
み
な
さ
ま
が
持
つ
神
埼
の
「
ま
ち
づ
く
り
」

に
対
す
る
思
い
と
、
議
員
が
同
調
・
同
期
で
き
る
様
な
協
議

を
行
い
た
い
と
考
え
、
各
種
団
体
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

神
埼
市
ま
ち
づ
く
り
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　

委
員
長

　
　
　
　
　
　
　

田
原　

和
幸

　
　
　
　
　
　

副
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　

山
本　

千
佳

　

問
い
合
わ
せ　

議
会
事
務
局

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

４
４

－

２
０
８
２

　

F
A
X　

４
４

－

４
９
８
８
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一般質問

一 般 質 問
議
員　

子
ど
も
を
取
り
巻
く

環
境
は
激
変
し
、
携
帯
電
話

な
ど
に
よ
り
事
件
に
巻
き
込

ま
れ
た
り
、
い
じ
め
を
苦
に

し
た
自
殺
や
、
子
ど
も
の
虐

待
死
、ま
た
、不
登
校
に
な
っ

た
児
童
生
徒
の
数
が
過
去
最

多
を
更
新
す
る
な
ど
、
悪
化

し
て
い
る
が
、
本
市
で
の
把

握
と
対
応
は
ど
の
よ
う
に
行

わ
れ
て
い
る
の
か
。

家
永
教
育
部
長　
「
い
じ
め
」

の
問
題
が
社
会
的
に
大
き
く

取
り
ざ
た
さ
れ
た
の
が
平
成

23
年
大
津
市
で
発
生
し
た
中

学
２
年
生
の
自
殺
事
案
で
、

こ
の
事
件
を
き
っ
か
け
に

「
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
」

が
制
定
さ
れ
、
本
市
で
は
関

係
機
関
と
連
携
を
図
る
た
め

「
神
埼
市
い
じ
め
体
罰
等
防

い
じ
め
、虐
待
、不
登
校
児
童
生
徒
の
実
態
の
把
握
と
対
策
は

生
徒
指
導
連
絡
協
議
会
の
も
と
、対
応
し
て
い
る

答

止
対
策
委
員
会
」
を
置
き
対

応
し
て
い
る
。
い
じ
め
に
つ

い
て
は
小
中
計
27
件
を
認
知

し
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、
学

校
が
児
童
生
徒
の
様
子
を
見

守
っ
て
い
る
結
果
と
捉
え
て

い
る
。
虐
待
に
つ
い
て
は
平

成
29
年
度
の
全
国
の
児
童
相

談
所
に
寄
せ
ら
れ
た
虐
待
に

関
す
る
相
談
は
13
万
３
７
７

８
件
と
１
年
間
で
１
万
件
以

上
増
加
し
て
い
る
。
日
々
の

学
校
生
活
の
中
で
細
か
に
子

所
か
ら
神
埼
清
明
高
校
近
く

の
横
武
バ
ス
停
ま
で
で
す
。

運
行
ダ
イ
ヤ
は
、
高
校
生
の

通
学
時
間
、
補
習
や
部
活
動

の
時
間
を
調
査
し
た
上
で
、

現
行
の
バ
ス
停
や
運
行
便
数

を
維
持
し
、
運
行
ダ
イ
ヤ
を

若
干
見
直
し
て
い
ま
す
。
Ｊ

Ｒ
と
の
乗
り
継
ぎ
や
西
鉄
バ

ス
と
の
乗
り
継
ぎ
も
考
慮
し

て
運
行
ダ
イ
ヤ
を
決
定
し
ま

し
た
。

議
員　

通
学
バ
ス
の
維
持
は

ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

議
員　

昭
和
バ
ス
の
廃
止
に

伴
う
住
民
の
交
通
手
段
に
つ

い
て
。

中
島
企
画
調
整
担
当
理
事　

運
行
経
費
や
運
行
許
可
の
手

続
き
、
国
・
県
の
補
助
制
度

に
つ
い
て
、
佐
賀
県
・
佐
賀

市
そ
の
他
と
も
協
議
を
行

い
、
全
て
整
い
ま
し
た
。
令

和
２
年
４
月
か
ら
新
た
な
運

行
に
向
け
た
準
備
や
周
知
活

動
を
行
う
た
め
、
今
議
会
に

令
和
２
年
度
の
債
務
負
担
行

為
の
補
正
予
算
を
上
程
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

議
員　

高
校
生
が
通
う
三
瀬

か
ら
神
埼
清
明
高
校
ま
で
の

路
線
は
ど
う
な
る
の
か
。

企
画
調
整
担
当
理
事　

県
道

三
瀬
神
埼
線
の
新
た
な
路
線

バ
ス
の
運
行
区
域
は
三
瀬
支

昭
和
バ
ス
の
廃
止
に
伴
う
住
民
の
交
通
手
段
に
つ
い
て

令
和
２
年
度
の
債
務
負
担
行
為
の
補
正
予
算
を
上
程

答

家
永
教
育
部
長　

新
た
な
公

共
交
通
に
よ
る
移
動
手
段
の

確
保
に
向
け
て
、
再
編
後
の

運
行
区
間
は
現
在
と
同
様
と

し
ま
す
。
車
両
は
、
利
用
客

の
数
に
合
わ
せ
て
ジ
ャ
ン
ボ

タ
ク
シ
ー
や
小
さ
い
バ
ス
車

両
と
し
ま
す
。
運
行
形
態
に

つ
い
て
は
、
現
行
と
同
様
、

定
時
定
路
線
型
、
利
用
客
の

少
な
い
日
中
は
、
予
約
型
デ

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
運
行
し

ま
す
。

ど
も
の
変
容
を
見
取
り
、
毎

月
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
早

期
発
見
に
努
め
て
い
る
。
不

登
校
の
児
童
生
徒
は
小
中
38

名
で
増
加
傾
向
に
あ
り
、
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
な
ど
の
機
関
を
交
え
て

対
応
し
、
ま
た
、
２
箇
所
の

「
学
校
適
応
指
導
教
室
」
を

設
置
し
て
、
復
帰
で
き
る
よ

う
支
援
し
て
い
る
。

木原　憲治 議員

服巻　玉美 議員

第４回脊振町公共交通検討会議資料

生活支援員が常駐している神埼中学校の相談室
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議
員　

今
年
の
夏
の
大
雨

で
、
中
地
江
川
の
中
ノ
橋
と

上
ノ
橋
の
下
流
の
ほ
う
が
越

水
し
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
こ

の
ま
ま
何
も
策
を
う
た
な

か
っ
た
ら
、
ま
た
越
水
す
る

が
、
ど
う
思
う
か
。

鶴
建
設
課
長　

姉
川
橋
上
流

の
未
使
用
の
堰
の
撤
去
等
に

よ
り
河
川
の
流
水
を
良
好
に

す
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い

る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

議
員　

中
地
江
川
流
域
の
戸

井
土
地
区
は
昔
か
ら
洪
水
に

悩
ま
さ
れ
て
き
た
し
、
悩
ま

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
す

る
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

建
設
課
長　

戸
井
土
地
区

は
、
以
前
か
ら
地
形
的
構
造

上
、
水
害
に
悩
ま
さ
れ
て
き

中
地
江
川
の
次
年
度
以
降
の
降
雨
対
策
は

姉
川
橋
上
流
の
碇
堰
の
撤
去
を
検
討

答

た
地
域
で
す
。
現
在
は
、
大

雨
に
よ
る
内
水
の
氾
濫
を
国

が
管
理
す
る
佐
賀
導
水
で
城

原
川
へ
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
す
る

こ
と
で
、
被
害
軽
減
が
図
ら

れ
て
い
る
状
況
で
す
。ま
た
、

西
郷
中
地
江
期
成
会
と
市
の

ほ
う
よ
り
、
佐
賀
導
水
を
管

理
す
る
国
土
交
通
省
武
雄
河

川
事
務
所
の
ほ
う
へ
、
毎
年

訪
問
し
、
早
期
の
ポ
ン
プ
稼

働
の
対
応
の
お
礼
と
今
後
の

対
応
へ
の
要
望
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

０
０
０
人
台
、
平
成
30
年
に

は
３
万
１
，
０
０
０
人
台
ま

で
減
少
し
、
平
成
12
年
か
ら

平
成
31
年
の
20
年
間
で
、２
，

０
７
８
人
の
減
少
と
な
っ
て

い
ま
す
。

議
員　

神
埼
市
が
こ
れ
ま
で

行
っ
た
人
口
減
少
対
策
事
業

に
対
し
て
の
効
果
は
あ
っ
た

の
か
。

企
画
調
整
担
当
理
事　

神
埼

市
総
合
戦
略
を
策
定
し
、
人

口
減
少
の
抑
制
に
努
め
、
人

口
の
出
生
、
死
亡
に
よ
る
自

議
員　

神
埼
市
の
今
日
ま
で
、

20
年
間
の
人
口
推
移
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

中
島
企
画
調
整
担
当
理
事　

住
民
基
本
台
帳
人
口
で
は
、

平
成
12
年
か
ら
平
成
31
年
ま

で
の
20
年
間
の
神
埼
市
の
人

口
推
移
は
、
平
成

12
年
は
３
万
３
，

８
５
３
人
で
、
翌

年
の
平
成
13
年
の

３
万
４
，
０
０
８

人
を
ピ
ー
ク
に

徐
々
に
人
口
減
少

が
進
み
、
平
成
18

年
か
ら
平
成
19
年

に
一
旦
増
加
し
た

も
の
の
、
そ
の
後

は
さ
ら
に
人
口
減

少
が
続
き
、
平
成

27
年
に
３
万
２
，

神
埼
市
の
人
口
減
少
対
策
事
業
の
効
果
は

一
定
の
事
業
効
果
が
表
れ
て
い
る

答

然
減
は
続
い
て
い
る
も
の

の
、
転
入
・
転
出
に
よ
る
社

会
増
減
は
、
平
成
30
年
度
か

ら
増
加
傾
向
に
あ
り
、
最
新

の
令
和
元
年
12
月
１
日
現
在

の
人
口
は
、
３
万
１
，
５
２

５
人
と
な
っ
て
お
り
、
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
た
令
和
２

年
の
推
計
人
口
３
万
１
，
１

４
５
人
を
３
８
０
人
上
回
っ

て
い
て
、
人
口
減
少
の
抑
制

に
お
い
て
、
一
定
の
事
業
効

果
が
表
れ
て
い
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

宮地　明 議員

そ
の
他
の
質
問

・
神
埼
市
の
農
業
の
長
所
短

所
を
意
識
し
た
農
業
に
つ

い
て

・
神
埼
市
内
で
年
寄
り
で
も

安
心
で
き
る
優
良
店
の
認

定
、
推
奨
は
で
き
な
い
か

・
相
続
遺
言
と
行
政
書
士
に

つ
い
て　

な
ど

姉川橋上流の碇堰（いかりぜき）

野口　英樹 議員
住民基本台帳人口・世帯数（神埼市）

人口 転入 転出 出生 死亡
H31 31,775 1,261 1,219 223 337
H30 31,881 1,217 1,214 239 390
H29 32,043 1,111 1,179 244 394
H28 32,253 1,064 1,254 245 385
H27 32,569 977 1,310 252 370
H26 33,005 1,270 1,219 278 397
H25 33,053 1,208 1,210 268 395
H24 33,093 1,083 1,221 284 357
H23 33,299 1,051 1,218 293 383
H22 33,543 1,191 1,211 289 356
H21 33,645 1,252 1,273 316 356
H20 33,709 1,240 1,441 289 357
H19 33,976 1,299 1,228 307 328
H18 33,931 1,405 1,337 286 369
H17 33,907 1,487 1,309 264 353
H16 33,819 1,279 1,305 274 329
H15 33,893 1,361 1,386 288 342
H14 33,966 1,400 1,416 279 306
H13 34,008 1,536 1,397 306 290
H12 33,853 1,444 1,292 285 282

※推計人口とは相違します。
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地
域
公
共
交
通
の
充
実

に
つ
い
て

障
が
い
者
の
た
め
の
居
住
確

保
の
実
態
と
今
後
の
方
針

議
員　

グ
リ
ホ
サ
ー
ト
系
の

除
草
剤
の
多
様
な
毒
性
と
し

て
発
が
ん
性
や
肝
障
害
、
自

閉
症
な
ど
の
発
達
障
が
い
、

内
分
泌
か
く
乱
、
生
殖
系
へ

の
影
響
が
指
摘
さ
れ
、
Ｗ
Ｈ

Ｏ
（
世
界
保
健
機
構
）
も
環

境
ホ
ル
モ
ン
や
大
気
汚
染
、

農
薬
が
脳
の
発
達
に
悪
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
を
示
唆
し
て

い
る
。
海
外
で
は
農
薬
や
除

草
剤
の
使
用
が
規
制
さ
れ
る

中
、
日
本
は
規
制
緩
和
が
さ

れ
て
い
る
。
特
に
子
ど
も
へ

の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
る

た
め
、
国
の
基
準
に
頼
ら
ず

に
公
共
の
施
設
で
除
草
剤
を

使
用
し
な
い
基
本
方
針
を
示

し
た
自
治
体
も
あ
る
が
本
市

で
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

宮
地
生
活
環
境
室
長　

公
共

公
共
施
設
に
お
け
る
除
草
剤
の
使
用
に
つ
い
て

一
部
で
除
草
剤
を
使
用
し
て
い
る
が
問
題
な
い

答

企
画
調
整
担
当
理
事　

人
口

減
少
の
割
合
が
高
く
、
少
子
・

高
齢
化
対
策
や
若
年
労
働
者
、

後
継
者
不
足
に
対
し
、定
住
・

移
住
の
推
進
、
子
育
て
支
援

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
加

算
補
助
金
の
交
付
等
優
遇
措

置
、
後
継
者
育
成
の
対
策
、

脊
振
町
複
合
施
設
で
は
市
民

サ
ー
ビ
ス
、
交
流
、
憩
い
の

場
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、住
民
の
移
動
手
段
と
し
て

新
た
な
バ
ス
運
行
の
構
築
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

議
員　

脊
振
町
の
人
口
の
推

移
は
。

中
島
企
画
調
整
担
当
理
事　

平
成
28
年
４
月
１
６
０
０

人
、
平
成
31
年
４
月
で
１
４

８
８
人
で
、
３
年
間
の
人
口

減
少
率
は
７
％
で
す
。

議
員　

地
域
の
魅
力
や
産

物
、
歴
史
を
ど
う
活
か
し
て

い
る
の
か
。

企
画
調
整
担
当
理
事　

脊
振

町
の
産
物
、
歴
史
、
文
化
を

研
究
課
題
と
し
、
子
ど
も
が

郷
土
へ
関
心
を
深
め
、
郷
土

を
愛
し
、
誇
り
に
思
う
教
育

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
脊
振
町
の
魅
力
を
発
信

し
、
地
域
の
活
性
化
に
努
め

て
い
ま
す
。

議
員　

課
題
に
対
す
る
取
り

組
み
は
。

過
疎
地
域
の
現
状
と
課
題
、脊
振
町
の
人
口
・
産
業
・
歴
史
・
魅
力

脊
振
町
の
魅
力
を
発
信
し
、地
域
づ
く
り
に
努
め
る

答

施
設
に
お
い
て
は
基
本
的
に

草
刈
り
機
で
行
っ
て
い
ま
す

が
、
一
部
の
施
設
で
グ
リ
ホ

サ
ー
ト
系
の
除
草
剤
を
散
布

し
て
い
ま
す
。
間
違
っ
た
使

用
を
し
な
け
れ
ば
問
題
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

段
の
改
善
を
図
り
、
今
後
持

続
可
能
な
も
の
に
す
る
た
め

の
試
験
運
行
に
す
べ
き
で
は

な
か
っ
た
の
か
。
ま
た
高
齢

者
、
児
童
・
生
徒
へ
の
ニ
ー

ズ
調
査
は
行
わ
れ
た
の
か
。

家
永
教
育
部
長　

タ
ク
シ
ー

車
両
を
利
用
し
た
デ
マ
ン
ド

型
と
す
る
こ
と
で
現
行
の
運

行
を
継
続
す
る
方
針
に
基
づ

い
た
取
り
組
み
で
す
の
で
、

市
民
の
方
へ
の
ニ
ー
ズ
調
査

は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

山本　千佳 議員

議
員　

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

に
つ
い
て
は
利
用
者
の
ニ
ー

ズ
や
地
域
に
合
っ
た
交
通
手

野副　 昭 議員

議
員　

介
護
者
が
何
ら
か
の

理
由
で
介
護
で
き
な
く
な
っ

た
時
の
対
応
は
。

八
谷
福
祉
事
務
所
長　

緊
急

時
の
相
談
対
応
や
短
期
入
所

受
け
入
れ
体
制
づ
く
り
を
目

指
し
、
佐
賀
地
区
障
が
い
者

等
緊
急
時
居
室
確
保
事
業
で

１
日
１
床
の
空
床
を
確
保

し
、
障
が
い
者
の
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。高冷地野菜のハウス



神埼市議会だより　第52号

19

一般質問

議
員　

神
埼
市
と
し
て
は
、

消
防
・
警
察
・
自
衛
隊
と
の

緊
密
な
協
力
体
制
を
と
る

た
め
の
普
段
か
ら
の
連
絡

体
制
の
構
築
が
ち
ゃ
ん
と

で
き
て
い
る
の
か
。

高
嶋
防
災
危
機
管
理
課
長

　

災
害
発
生
が
予
想
さ
れ

る
場
合
、
事
前
に
関
係
機
関

と
連
絡
を
取
り
合
い
、
災
害

情
報
連
絡
室
を
開
設
す
る

と
と
も
に
、
危
険
性
が
高
い

場
合
は
、
自
衛
隊
、
神
埼
警

察
署
、
神
埼
消
防
署
の
連
絡

員
を
市
役
所
内
に
待
機
し

て
も
ら
い
、
情
報
の
共
有
化

及
び
早
急
な
情
報
伝
達
が

で
き
る
体
制
を
整
え
、
す
ぐ

に
対
応
で
き
る
状
態
に
し

て
い
ま
す
。

議
員　

い
わ
ゆ
る
旧
商
店

神
埼
市
の
防
災
対
策
の
現
状
と
取
り
組
み
に
つ
い
て

自
助
・
共
助
な
ど
防
災
意
識
を
高
め
る
啓
発
活
動

答

街
の
「
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
」

化
が
目
立
つ
が
、
何
ら
か
の

対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

野
中
商
工
観
光
課
長　

市
内

全
域
を
対
象
と
し
た
空
き
店

舗
等
活
用
支
援
事
業
を
実
施

し
て
お
り
、
賑
わ
い
あ
る
商

内
１
件
が
市
内
中
心
部
に
開

業
さ
れ
る
予
定
で
す
。
ま

た
、
商
工
会
で
は
広
域
的
な

取
り
組
み
と
し
て
、
事
業
継

承
支
援
の
専
門
員
を
巡
回
配

置
し
、
経
営
の
ア
ド
バ
イ
ス

等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

議
員　

住
基
カ
ー
ド
で
始

ま
っ
た
こ
の
制
度
、
現
在
、

市
民
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
取
得
者
及
び
交
付
率
は

如
何
ほ
ど
な
の
か
。

平
山
市
民
福
祉
部
長　

令
和

元
年
11
月
現
在
に
お
い
て
３

８
４
８
人
、
12
・
２
％
で
ご

ざ
い
ま
す
。

議
員　

交
付
率
が
上
が
ら
な

い
主
た
る
原
因
は
何
な
の

か
。

市
民
福
祉
部
長　

一
番
目
は

必
要
性
が
感
じ
ら
れ
な
い
。

次
に
身
分
証
明
書
に
な
る
の

が
他
に
あ
る
。
三
点
目
は
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
が
心
配
だ
か
ら

と
い
う
調
査
結
果
で
す
。

議
員　

現
在
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
に
令
和
３
年
３

月
か
ら
健
康
保
険
証
書
を
付

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
プ
レ
ミ
ア
ム
導
入
に
つ
い
て
の
対
応
は

利
便
性
や
価
値
観
を
見
出
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い

答

的
に
行
い
、
市
民
の
方
の
円

滑
な
取
得
の
為
、
普
及
促
進

に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

議
員　

国
は
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
効
率
化
を
目
的
と
し
て

今
回
新
た
な
取
り
組
み
を
す

る
が
、
神
埼
市
と
し
て
独
自

の
サ
ー
ビ
ス
を
検
討
し
て
行

く
べ
き
だ
。

市
長　

市
民
の
対
応
や
反
応

を
見
極
め
な
が
ら
改
善
し
て

い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

す
る
方
針
を
国
が
発
表
し

た
。
そ
の
普
及
促
進
策
と
し

て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

ポ
イ
ン
ト
制
を
導
入
し
て
２

万
円
の
チ
ャ
ー
ジ
を
す
れ
ば

５
千
円
の
ポ
イ
ン
ト
が
付
与

さ
れ
２
万
５
千
円
分
の
ポ
イ

ン
ト
利
用
が
出
来
る
施
策
だ

が
、
市
と
し
て
ど
の
様
な
対

応
を
考
え
て
い
る
か
。

市
民
福
祉
部
長　

区
長
さ
ん

の
協
力
の
も
と
地
区
訪
問
や

企
業
訪
問
及
び
窓
口
に
お
い

て
も
申
請
サ
ポ
ー
ト
を
積
極

吉田　守 議員

宮島　清 議員

令和元年の神埼市の主な自然災害

日　時 災害の種類 警　報 避難所避難者数
（最大）

７月20日～ 21日 台風５号 警戒レベル３
（土砂災害警戒情報） 15世帯19名

８月６日 台風８号 暴風警報 33世帯38名
８月15日 台風10号 24世帯30名

８月27日～ 30日 豪雨
警戒レベル４（避難勧告）

（土砂災害浸水害警戒情報
大雨特別警報）

164世帯321名

９月22日 台風17号 暴風警報 53世帯72名
平成30年

７月５日～ 21日 台風７号 大雨特別警報

店
街
や
魅
力
あ

る
地
域
づ
く

り
、
地
域
経
済

の
活
性
化
を
図

る
た
め
、
空
き

店
舗
等
を
活
用

し
て
出
店
す
る

新
規
事
業
者
等

の
創
業
を
支
援

す
る
た
め
の
店

舗
改
装
費
の
補

助
金
と
し
て
、

改
装
費
の
２
分

の
１
以
内
で
限

度
額
１
０
０
万

円
を
補
助
し
て

い
ま
す
。

　

本
年
度
の
申

請
状
況
に
つ
い

て
は
、
２
件
の

申
請
が
あ
り
、
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危険が多い通学路

　

議
員　

水
防
法
改
正
に
お
け

る
事
業
実
施
区
域
の
浸
水
想

定
１
メ
ー
ト
ル
未
満
か
ら
５

メ
ー
ト
ル
未
満
の
変
更
に
つ

い
て
市
・
町
、
一
部
事
務
組

合
議
会
へ
の
説
明
は
な
さ
れ

た
か
。

平
山
市
民
福
祉
部
長　

平
成

31
年
３
月
に
、
鳥
栖
市
に
お

い
て
新
た
な
浸
水
想
定
を
反

映
し
た
洪
水
・
土
砂
災
害
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
改
訂
が
行

わ
れ
、
組
合
で
は
首
長
会
議
や

担
当
課
長
会
議
で
説
明
さ
れ
、

組
合
議
会
へ
は
本
年
９
月
24

日
に
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

議
員　

浸
水
想
定
が
大
幅
に

変
更
さ
れ
た
時
点
で
、
一
部

事
務
組
合
で
決
定
さ
れ
た
候

補
地
を
改
め
て
再
検
討
す
る

こ
と
は
な
か
っ
た
の
か
。

佐
賀
県
東
部
地
域
ご
み
処
理
施
設
整
備
事
業
に
つ
い
て

大
規
模
災
害
に
も
対
応
で
き
る
建
設
計
画
と
な
っ
て
い
る

答

議
員　

下
校
時
間
の
２
時
間

ぐ
ら
い
、
危
険
が
あ
る
通
学

路
に
つ
い
て
は
、
定
期
的
に

パ
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
な
い
か
。

髙
尾
学
校
教
育
課
長　

子
ど

も
た
ち
が
下
校
す
る
約
２
時

間
、こ
の
時
間
帯
に
か
け
て
、

『
な
が
ら
見
守
り
』
と
い
う
、

散
歩
を
し
な
が
ら
と
か
、
庭

掃
除
を
し
な
が
ら
見
守
り
と

い
う
意
識
を
持
っ
て
い
た
だ

く
よ
う
に
啓
発
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員　

下
校
に
つ
い
て
は
、

残
念
な
が
ら
ば
ら
つ
き
下
校

が
多
く
、
非
常
に
危
険
が
多

く
、
何
か
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起

こ
し
て
下
校
時
の
ル
ー
ル
づ

く
り
は
で
き
な
い
か
。
ま
た

早
急
に
つ
く
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

通
学
道
路
の
安
全
性
に
つ
い
て
、教
育
委
員
会
・
学
校
の
考
え
は

地
域
と
連
携
を
と
り
、安
全
確
保
に
努
め
て
い
る

答

学
校
教
育
課
長　

議
員
の

お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
、
大
事

な
２
時
間
、
早
急
に
つ
く
り

た
い
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
も
校
長
研

修
会
で
検
討
を
し
、
よ
り
よ

い
ル
ー
ル
を
つ
く
っ
て
い
く

よ
う
に
研
究
し
て
い
き
ま

す
。

議
員　

青
色
パ
ト
カ
ー
は
購

入
で
き
な
い
か
。

宮
地
生
活
推
進
室
長　

組
合

で
は
鳥
栖
市
か
ら
提
供
さ
れ

る
建
設
予
定
地
周
辺
に
お
け

る
浸
水
想
定
５
メ
ー
ト
ル
で

の
浸
水
対
策
を
行
っ
た
施
設

建
設
を
当
初
か
ら
計
画
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
用
地
評
価

の
再
検
討
の
要
請
は
し
て
い

な
い
と
の
こ
と
で
す
。

議
員　

当
初
か
ら
５
メ
ー
ト

ル
未
満
を
想
定
し
て
と
い
う

教
育
長　

パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー

購
入
の
件
で
す
が
、
助
成
事

業
で
購
入
方
法
が
あ
り
ま
す

が
、
助
成
を
受
け
て
購
入
す

る
に
は
色
々
と
約
束
事
が
あ

り
、
現
時
点
で
は
難
し
い
で

す
。
し
か
し
、
や
は
り
そ
の

あ
た
り
は
考
え
て
い
き
、
市

の
ほ
う
に
予
算
を
お
願
い
し

て
い
く
と
い
う
事
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

水
防
法
改
正
に
お
け
る
時
点

で
５
メ
ー
ト
ル
も
沈
む
と
い

う
認
識
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

議
員　

神
埼
市
も
構
成
自
治

体
の
議
会
と
し
て
、
一
部
事

務
組
合
よ
り
説
明
を
求
め
る

必
要
が
あ
る
。

山
口
議
長　

説
明
を
受
け
る

か
議
会
運
営
委
員
会
に
は
か

り
ま
す
。

簑原　忍 議員

佐藤　知美 議員

答
弁
が
あ
り

ま
し
た
が
、

一
部
事
務
組

合
加
入
時
に

市
・
町
に
説

明
は
あ
っ
た

の
か
。

市
長　

神
埼

市
が
一
部
事

務
組
合
加
入

前
に
、
建
設

予
定
地
の
選

定
は
鳥
栖
・

三
養
基
地
区

で
決
定
さ
れ

て
お
り
、
平

成
28
年
度
の
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額
の
増
加
な
ど
、
今
後
厳
し

い
財
政
状
況
が
進
ん
で
い
く

中
、
現
在
進
め
て
い
る
脊
振

町
複
合
施
設
、新
庁
舎
建
設
、

図
書
館
の
整
備
、
情
報
館
、

葬
祭
公
園
な
ど
大
事
業
で
あ

る
公
共
施
設
の
整
備
が
進
む

と
、
維
持
管
理
費
用
の
増
加

や
起
債
償
還
金
の
増
大
、
人

口
減
少
に
よ
る
交
付
税
の
減

額
が
想
定
さ
れ
る
中
、今
後
、

ど
う
検
討
さ
れ
市
政
を
進
め

て
い
く
の
か
。

市
長　

議
員
言
わ
れ
る
よ
う

に
節
約
も
必
要
。
担
当
所
管

議
員　

令
和
２
年
度
予
算
編

成
方
針
と
重
点
施
策
・
事
業

計
画
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ

う
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す

の
か
。

志
岐
総
務
企
画
部
長　

主
な

重
点
施
策
は
、新
庁
舎
建
設
、

千
代
田
庁
舎
整
備
、
脊
振
町

複
合
施
設
建
設
、
生
活
交
通

維
持
、
小
・
中
・
高
校
生
等

医
療
費
助
成
、
子
供
の
医
療

費
助
成
、
私
立
・
管
外
保
育

所
運
営
、
障
が
い
者
自
立
支

援
給
付
、
多
面
的
機
能
支
払

給
付
金
、
道
路
橋
梁
補
助
、

小
・
中
学
校
教
育
振
興
事
業

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
市
の
総

合
計
画
に
沿
っ
て
事
業
計
画

の
推
進
を
図
る
。

議
員　

地
方
交
付
税
の
減

少
、
起
債
の
増
加
及
び
償
還

令
和
２
年
度
の
予
算
・
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、ど
う
す
る
の
か

市
民
の
要
望
に
耳
を
傾
け
、必
要
な
事
業
は
行
っ
て
い
く

答

課
職
員
も
一
生
懸
命
そ
の
方

向
性
で
努
力
し
て
い
る
。
し

か
し
市
民
の
希
望
、
要
望
、

ま
た
ま
ち
づ
く
り
の
活
性
化

を
図
る
た
め
に
は
、
耳
を
傾

け
ソ
フ
ト
面
・
ハ
ー
ド
面
に

つ
い
て
は
国
や
県
に
お
願
い

し
な
が
ら
、
必
要
な
事
業
は

行
っ
て
い
く
。

議
員　

こ
の
顕
彰
公
園
は
韓

国
・
中
国
を
は
じ
め
と
し
た

ア
ジ
ア
諸
国
と
の
文
化
交
流

の
拠
点
と
位
置
づ
け
、
民
間

交
流
、
草
の
根
か
ら
国
民
同

士
の
相
互
理
解
、
共
感
力
を

高
め
る
場
と
し
て
位
置
付
け

る
必
要
が
あ
る
。特
に
韓
国
・

中
国
と
は
古
代
よ
り
深
い
交

流
の
歴
史
が
あ
る
。
し
か
し

日
本
は
明
治
以
降
、
韓
国
・

中
国
・
ア
ジ
ア
諸
国
へ
侵
略

し
、
そ
の
犠
牲
に
よ
り
近
代

化
を
成
し
遂
げ
た
。
そ
う
い

う
歴
史
を
学
べ
る
場
と
し
て

も
活
用
す
る
必
要
が
あ
る
。

嶋
産
業
建
設
部
長　

王
仁
博

士
顕
彰
公
園
を
活
用
し
て
、

保
育
料「
副
食
費
」へ
の
補
助
制
度
を
作
る
べ
き

財
政
を
総
体
的
に
調
べ
対
応
し
た
い

答

市
民
に
よ
る
相
互
交
流
と
学

校
間
交
流
の
推
進
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
本
市
の
観
光
振
興
と
地

域
の
活
性
化
に
貢
献
で
き
る

よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　

給
食
は
保
育
の
一
環
で
あ

り
、
副
食
費
は
本
来
無
償
化

す
べ
き
で
あ
る
。
１
０
０
を

超
え
る
自
治
体
で
補
助
制
度

を
作
っ
て
い
る
。
市
も
是
非

制
度
を
作
る
べ
き
で
あ
る
。

市
長　

副
食
費
の
補
助
制
度

の
検
討
も
含
め
て
、
今
後
も

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、

財
政
状
況
を
見
な
が
ら
対
応

し
て
い
き
た
い
。
ま
た
そ
の

気
持
ち
は
十
分
持
っ
て
い

る
。

国際交流の拠点に

維持管理費の増加が見込まれる公共施設

王
仁
博
士
顕
彰
公
園
の
利

活
用
と
課
題
に
つ
い
て

幼
児
教
育
、
保
育
の
無

償
化
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

・
道
路
（
市
道
）
の
安
全
対

策
に
つ
い
て

・
令
和
元
年
８
月
災
害
の
復

旧
に
つ
い
て

中野　均 議員

福田　淸道 議員

議
員　

給
食
費
が
保
育
料
無

償
化
と
引
き
換
え
に
、
保
護

者
の
実
費
負
担
（
月
４
，
０

０
０
円
）
と
な
っ
た
。
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公共施設等へ災害用の『ピクトグラム』の設置が必要

いつも満車の駐車場

タグをつける 歩いてこちらへ 服を袋へ

議
員　

神
埼
市
は
、
合
併
以

来
早
15
年
目
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
る
な
か
、
神
埼
市
民

交
流
祭
の
よ
う
に
、
市
民
が

一
同
に
会
し
運
動
会
が
で

き
、
高
台
避
難
所
と
し
て
利

用
で
き
る
公
式
陸
上
競
技
場

構
想
は
で
き
な
い
の
か
。

家
永
教
育
部
長　

神
埼
市
内

の
町
民
体
育
大
会
を
一
斉
に

行
う
施
設
を
整
備
す
る
の
で

あ
れ
ば
、
約
６
千
人
の
参
加

者
を
収
容
で
き
る
唐
津
市
陸

上
競
技
場
の
規
模
の
整
備
に

な
る
。

高
島
防
災
危
機
管
理
課
長　

公
式
陸
上
競
技
場
で
あ
れ
ば
、

約
７
千
人
の
収
容
が
可
能
と

高
速
神
埼
バ
ス
停
駐
車
場
拡
張
及
び
有
料
化
は
考
え
た
の
か

新
た
な
駐
車
場
の
確
保
に
つ
い
て
検
討
し
た
い

答

な
る
。
た
だ
し
、
野
外
で
も

あ
る
の
で
一
時
的
に
安
全
を

確
保
す
る
避
難
所
と
い
う
位

置
づ
け
に
な
る
。

議
員　

前
回
の
質
問
で
高
速

神
埼
バ
ス
停
駐
車
場
拡
張
及

び
整
備
を
行
い
有
料
化
に
し

て
は
と
の
質
問
に
そ
の
後
、

何
も
ア
ク
シ
ョ
ン
や
行
動
も

な
い
が
。

中
島
企
画
調
整
担
当
理
事　

現
在
の
駐
車
場
は
、
17
台
の

駐
車
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
、

議
員　

聴
覚
障
が
い
者
を
視

点
に
置
い
て
、
あ
っ
て
良

か
っ
た
と
思
っ
た
配
慮
や
工

夫
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
火
災
や
地
震
台
風
な

ど
対
策
の
情
報
は
共
有
す
る

の
み
で
は
不
十
分
で
あ
り
、

障
が
い
の
特
性
を
踏
ま
え
た

災
害
対
策
な
ど
や
環
境
整
備

も
必
要
で
あ
る
と
の
認
識
が

現
在
高
ま
っ
て
来
て
い
る
。

公
共
施
設
の
利
用
に
お
け
る

配
慮
や
工
夫
の
取
り
組
み
状

況
を
伺
う
。

八
谷
福
祉
事
務
所
長　

会
話

へ
の
配
慮
は
来
客
時
の
窓
口

で
、
絵
や
文
字
で
対
応
で
き

る
よ
う
メ
モ
用
紙
や
筆
談

ボ
ー
ド
を
設
置
活
用
し
て
い

る
。
連
絡
へ
の
配
慮
と
し
て

メ
ー
ル
な
ど
に
よ
る
通
信
機

障
が
い
者
向
け
の
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
必
要
性
に
つ
い
て

必
要
と
認
識
し
て
い
る
の
で
調
査
研
究
を
す
る

答

器
で
連
絡
を
取
る
よ
う
に
し

て
い
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
的
配
慮
と
し
て
は
、

相
手
に
口
の
動
き
で
言
葉
が

分
か
る
よ
う
に
マ
ス
ク
を
外

す
こ
と
や
、
そ
ば
に
寄
っ
て

肩
を
た
た
く
な
ど
、
そ
の
場

面
で
の
状
況
に
合
せ
た
対
応

目
で
見
て
分
か
る
フ
ラ
ッ

シ
ュ
ラ
ン
プ
設
置
な
ど
必
要

に
応
じ
た
整
備
を
予
定
し
て

い
る
。
一
人
ひ
と
り
が
障
が

い
の
こ
と
を
理
解
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
出
来
る
配
慮

や
工
夫
を
す
る
環
境
づ
く
り

に
努
め
る
。

ほ
ぼ
毎
日
満
車
状
態
で
す
。

満
車
に
て
利
用
で
き
な
い
方

は
、
徒
歩
で
８
分
ほ
ど
か
か

る
水
車
の
里
遊
学
館
の
駐
車

場
を
お
願
い
し
て
い
る
。
し

か
し
、
現
在
も
路
上
駐
車
も

数
台
あ
り
、
今
後
に
お
い
て

は
、
駐
車
場
の
拡
張
、
ま
た

新
た
な
駐
車
場
の
確
保
に
つ

い
て
検
討
を
行
い
、
そ
の
中

に
お
い
て
受
益
者
負
担
の
原

則
か
ら
、
有
料
化
も
検
討
し

た
い
と
考
え
る
。

白石　昌利 議員

西原　正剛 議員

に
努
め
さ
せ
て

い
る
。併
せ
て
、

障
が
い
や
疾
患

な
ど
が
あ
る
こ

と
が
外
見
か
ら

は
分
ら
な
い
方

が
、
支
援
や
配

慮
を
必
要
と
し

て
い
る
こ
と
を

周
囲
に
知
ら
せ

る
こ
と
が
で
き

る
マ
ー
ク
（
ヘ

ル
プ
マ
ー
ク
）

の
普
及
に
現
在

取
り
組
ん
で
い

る
。
今
後
の
取

り
組
み
は
、
新

庁
舎
建
設
の
ト

イ
レ
内
に
災
害

の
『
非
常
』
が

市
民
が
集
え
る
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
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議
員　

高
齢
者
人
口
が
増

え
、
比
率
も
高
ま
っ
て
ゆ
く

事
は
「
シ
ル
バ
ー
津
波
」
と

言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
団
塊
世
代
が
75
歳
に
成

り
始
め
、
医
療
費
の
一
層
の

膨
張
が
見
込
ま
れ
る
為
、
政

府
は
現
状
の
一
割
負
担
か
ら

二
割
負
担
に
引
き
上
げ
る
方

今
年
の
流
行
語
大
賞
を
知
っ
て
ま
す
か

ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
の「
ワ
ン
チ
ー
ム
」で
す

答

針
を
固
め
た
と
あ
っ
た
。
シ

ル
バ
ー
津
波
現
象
は
20
年
は

続
く
と
考
え
ら
れ
る
。
医
療

費
抑
制
の
為
に
も
健
康
寿
命

の
延
伸
は
、
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ

ル
「
元
気
か
ん
ざ
き
」
に
必

須
条
件
で
あ
り
大
き
な
課
題

だ
。

平
山
市
民
福
祉
部
長　

各
課

で
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
で

連
携
で
き
る
も
の
は
一
体
的

に
展
開
し
、
効
果
を
最
大
限

発
揮
す
べ
く
現
在
議
論
し
て

い
る
。
周
知
に
は
地
域
社
会

の
絆
、
市
民
全
体
で
支
え
合

う
環
境
整
備
が
必
要
と
考
え

て
い
る
。

議
員　

先
ず
隗か

い

よ
り
始
め
よ

と
言
い
た
い
。
庁
舎
内
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ト
、
各
課
の
つ

な
が
り
・
連
携
が
大
事
だ
と

思
う
。

市
民
福
祉
部
長　

事
業
に
つ

い
て
掘
り
起
こ
し
を
行
い
、

都
合
５
回
会
議
を
行
い
検
討

し
て
い
る
。

神埼市議会へ災害見舞金をいただきました

田原　和幸 議員

　令和元年８月 27 日からの豪雨により、県内各地で死傷者の人的被害や多数の農地・
家屋の浸水被害等が発生し、県下全 20 市町に災害救助法が適用されました。
　このことから、全国市議会議長及び九州市議会議長会の慶弔規定に基づき、神埼
市議会へ災害見舞金が贈られました。

〇全国市議会議長会様より　５万円
〇九州市議会議長会様より　５万円

　今回の豪雨により、神埼市におい
ても農地や道路等の災害が発生して
おります。いただいた見舞金は、市
の財源として繰り入れ災害復旧に役
立てたいと思います。

災
害
時
に
備
え
て
の
避

難
訓
練
に
つ
い
て

議
員　

宮
城
県
石
巻
市
の
小

学
校
の
津
波
訴
訟
に
お
い
て

遺
族
側
の
勝
訴
が
確
定
し

た
。
判
決
は
、
自
治
体
・
教

育
委
員
会
側
に
、防
災
体
制
・

対
応
の
不
備
が
敗
訴
の
要
因

だ
っ
た
。

家
永
教
育
部
長　

校
長
、
教

職
員
に
は
専
門
的
な
研
修
を

受
け
る
機
会
は
ほ
と
ん
ど
な

く
、
地
域
住
民
よ
り
遥
か
に

高
レ
ベ
ル
の
防
災
知
識
・
経

験
の
必
要
性
が
大
き
な
課
題

で
あ
り
、
取
り
組
み
た
い
。

私が参加しているシニア（65 歳以上）
向けの健康寿命延伸スクール

①シニア筋力トレーニング教室
　場　　　所：フィッターズ神埼（田道ケ里）
　内容・とき：令和２年１月 31 日まで
　　　　　　　集団指導日
　　　　　　　木曜日または金曜日いずれかの
　　　　　　　10：00 ～ 11：30
　　　　　　　個別トレーニング
　　　　　　　月・火・水曜日の 10：00 ～ 12：00
　　　　　　　（希望者は、この間に何度でも利用
　　　　　　　可能。）
②筋力アップ養成塾
　場　　　所：神埼中央公園体育館
　内容・とき：令和２年３月 19 日まで
　　　　　　　木曜日 14：00 ～ 15：30
　　　　　　　（日程については神埼市役所高齢障
　　　　　　　がい課地域支援係へ
　　　　　　　お問い合わせください。
　　　　　　　℡ 0952 － 37 － 0111）
　皆さん一緒に楽しみましょう。
　あなたの健康は後世代に残す財産です。
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 10月２日
～ 3日

文教厚生常任委員会行政視察
研修（大阪府高槻市、寝屋川
市）

5日 神埼市首都圏ふるさと会（東
京都）

 8日～ 9日 総務常任委員会行政視察研修
（香川県丸亀市、坂出市）

　　   10日 議会広報編集特別委員会
　　　15日 第226回佐賀県市議会議長会

（正副議長会）（伊万里市）
17日～ 18日 産業建設常任委員会行政視察

研修（熊本県南阿蘇村）
        21日 議会広報編集特別委員会

　　　23日 神埼市まちづくり特別委員会
　　　24日 九州市議会議長会第３回理事

会（長崎市）
         28日 全国市議会議長会基地協議会

九州・沖縄部会総会（大分県
別府市）
議会広報編集特別委員会

         30日 議会広報編集特別委員会
11月 5日

～ 6日
令和元年度決算特別委員会

　　　 6日 全国市議会議長会第107回評
議員会（東京都）

           8日 令和元年度決算特別委員会
12日～ 14日 令和元年度決算特別委員会
         14日 防衛省情報施設振興議員連盟

役員並びに総務省・防衛省へ
の要望活動（東京都）

         20日 産業建設常任委員会
文教厚生常任委員会

         21日 総務常任委員会
         26日 議会運営委員会
11月29日～

12月19日
令和元年11月第４回神埼市議
会定例会

11月29日 全員協議会
12月  ４日 議会広報編集特別委員会
　　　 6日 議会運営委員会
        11日 令和元年度予算特別委員会
        12日 産業建設常任委員会

文教厚生常任委員会
        13日 総務常任委員会
        16日 神埼市まちづくり特別委員会

議会改革検討特別委員会
        17日 議会運営委員会
        19日 全員協議会

《議会の動き》（令和元年 10 月～ 12 月）

編
集
後
記

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委 

員 

長　

松
本　

軍
二

副
委
員
長　

野
口　

英
樹

委
　
　
員　

宮
地　
　

明

委
　
員　

吉
田　
　

守

委
　
員　

服
巻　

玉
美

委
　
員　

山
本　

千
佳

　

は
や
、
２
０
２
０
年
も
一
か
月
が
経
ち

ま
し
た
。
本
年
が
市
民
の
皆
様
に
と
り
ま

し
て
よ
り
よ
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
心

か
ら
念
じ
申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
議
会
で
は
、
本
会
議
の
様
子
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ぶ
ん
ぶ
ん
テ
レ
ビ
で
も
配

信
い
た
し
て
ま
す
が
、
傍
聴
に
来
ら
れ
た

方
か
ら
「
議
員
の
生
の
声
が
聞
け
て
良

か
っ
た
」
と
の
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。
議

場
は
一
般
に
公
開
し
て
お
り
ま
す
。
皆
さ

ま
も
是
非
議
場
に
お
越
し
下
さ
い
。

　

ま
だ
ま
だ
、
寒
い
日
が
続
き
ま
す
が
、

市
民
の
皆
様
に
は
健
康
に
ご
留
意
い
た
だ

き
ま
し
て
、
今
後
と
も
よ
り
一
層
「
議
会

だ
よ
り
」
を
ご
愛
読
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

（
記　

松
本　

軍
二
）


